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第１章 基本的事項 

１ 計画策定の背景 

 地球温暖化問題は、その予想される影響の大きさや深刻さから見て、人類の生存基

盤に関わる最も重要な環境問題です。すでに世界的にも平均気温の上昇、雪氷の融解、

海面水位の上昇が観測されており、我が国においても平均気温の上昇、極地的な大雨

などの異常気象、台風の大型化による被害、農作物や生態系への影響が観測されてい

ます。 

 「気候変動に関する政府間パネル」（IPCC）は、２０１４年に第５次評価報告書を

発表し、『２０世紀後半において観測された地球温暖化は、人為起源の温室効果ガス

の排出が原因であった可能性が極めて高い』と報告しています。 

 このような中、２０１５年１２月には、COP２１（国連気候変動枠組条約第２１回

締約国会議）にて「パリ協定」が採択され、今後、深刻化が予想される地球温暖化に

対し、発展途上国を含めた世界の国々が行動を始めることになりました。 

 この「パリ協定」の採択を受けて、我が国は地球温暖化対策を総合的かつ計画的に

推進するため、２０１６年５月に「地球温暖化対策計画」を策定し、２０３０年度ま

でに２０１３年度比で我が国から排出される温室効果ガスを２６％削減する目標を

掲げました。同時に地方公共団体の事務事業が該当する「業務その他部門」は、２０

３０年度までに２０１３年度比で温室効果ガスを約４０％削減する目標を掲げまし

た。 

 本市では、平成２２年度～平成２６年度までの５年間を計画期間とした「大網白里

町地球温暖化対策実行計画」を策定し、温室効果ガスの排出削減に取り組んできまし

た。また、平成２８年７月には「第二次大網白里市地球温暖化対策実行計画」を策定

し、引き続き温室効果ガスの排出削減に取り組んでいるところですが、今回、地球温

暖化を取り巻く社会情勢の変化や、本市における施設の整備・稼働状況などを考慮し、

かつ、目標年度を国の目標年度と合わせて２０３０年度とした計画への見直しが必要

となっています。 
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２ 計画の目的 

 「地球温暖化対策の推進に関する法律（平成１０年１０月９日法律第１１７号。以

下「法」という。）」の施行に伴い、都道府県及び市町村に温室効果ガスの排出量削減

等のための措置に関する計画（以下「実行計画」という。）の策定が義務付けられてい

ます。 

 これを受けて、本市では平成２２年度からの第１次実行計画、及び平成２８年度か

らの第２次実行計画を策定し、温室効果ガスの排出量削減に取り組んでいるところで

すが、今回、地球温暖化を取り巻く社会情勢の変化や、本市における施設の整備・稼

働状況などを考慮し、かつ、目標年度を国の目標年度と合わせて２０３０年度とした

計画を策定しました。 

 

法第２１条（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画の対象範囲 

 実行計画が対象とする範囲については、市の全ての事務事業を対象事業とし、出

先機関等を含めた全ての組織及び施設並びに公用車を対象とします。対象とする施

設等は巻末に示します。（参考資料：対象施設一覧表参照） 

 

 

（地方公共団体実行計画等） 

第２１条 都道府県及び市町村は、単独で又は共同して、地球温暖化対策計画に即し

て、当該都道府県及び市町村の事務及び事業に関し、温室効果ガスの排出の量の

削減並びに吸収作用の保全及び強化のための措置に関する計画（以下「地方公共

団体実行計画」という。）を策定するものとする。 

２ 地方公共団体実行計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。 

 (1) 計画期間 

 (2) 地方公共団体実行計画の目標 

 (3) 実施しようとする措置の内容 

 (4) その他地方公共団体実行計画の実施に関し必要な事項 

８ 都道府県及び市町村は、地方公共団体実行計画を策定したときは、遅滞なく、単

独で又は共同して、これを公表しなければならない。 

１０ 都道府県及び市町村は、単独で又は共同して、毎年一回、地方公共団体実行計

画に基づく措置及び施策の実施の状況（温室効果ガス総排出量を含む。）を公表し

なければならない。 
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４ 対象とする温室効果ガス 

 実行計画で削減対象とする温室効果ガスは、法で定められている７種類のガスの

うち、二酸化炭素（CO2）・メタン（CH4）・一酸化二窒素（N2O）・ハイドロフルオ

ロカーボン（HFC）の４種類とします。なお、本市では可燃ごみの焼却や、し尿処

理に伴う温室効果ガスの排出は無いため、本市の事務事業に伴う温室効果ガスは、

ほぼ全量がエネルギー起源の二酸化炭素（CO2）となっています。 

 パーフルオロカーボン（PFC）・六フッ化硫黄（SF6）・三フッ化窒素（NF3）に

ついては、市の事務事業に伴う排出がされないため、計画の算定対象外とします。 

 

●計画の対象となる温室効果ガスの種類 

ガス種類 人為的な発生源 

二酸化炭素（CO2） 【エネルギー起源】 

施設での電気や燃料（都市ガス、灯油、重油など）の使

用、公用車での燃料（ガソリンなど）の使用により排出

されるもの 

【非エネルギー起源】 

廃プラスチック類の焼却等により排出されるもの 

メタン（CH4） 自動車の走行や燃料の燃焼、一般廃棄物の焼却、下水や

し尿・雑排水の処理等により排出されるもの 

一酸化二窒素（N2O） 自動車の走行や燃料の燃焼、一般廃棄物の焼却、下水や

し尿・雑排水の処理等により排出されるもの 

ハイドロフルオロカー

ボン（HFC） 

カーエアコンの使用・廃棄時等に排出されるもの 

パーフルオロカーボン

（PFC） 

半導体の製造、溶剤等に使用され、製品の製造・使用・

廃棄時等に排出されるもの 

六フッ化硫黄（SF6） 

 

電気設備の電気絶縁ガス、半導体の製造等に使用され、

製品の製造・使用・廃棄時等に排出されるもの 

三フッ化窒素（NF3） 

 

半導体製造でのドライエッチングや CVD装置のクリー

ニングの使用により排出されるもの 

 

５ 計画の期間 

 実行計画の計画期間は、２０１９年度から２０３０年度までの１２年間とし、中

間目標年度を２０２４年度とします。ただし、地球温暖化対策に関する社会経済情

勢の変化等に応じて、適宜見直しをします。 
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６ 計画の位置付け 

 実行計画は、法に基づき策定されたものであり、「第２次大網白里市環境基本計

画」に掲げる「みんなでつくる自然と共生し安心して暮らせるまち」という環境像

の実現に向けた施策等を具現化した計画です。 

 地球温暖化防止のためには、市内でも最大規模の事業者である行政が、率先して

温室効果ガスの削減に取り組む意義と効果は大きく、また、責務があると考えてい

ます。 

 

● 実行計画の位置付け  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国：地球温暖化対策計画、気候変動の適応に

関する計画など 

県：千葉県地球温暖化対策実行計画 

大網白里市第５次総合計画 

第２次大網白里市環境基本計画 

大網白里市公共施設等総合

管理計画など 

大網白里市地球温暖化対策実行計画 

（事務事業編） 

大網白里市の環境分野の最上位の計画 

・地球温暖化対策の推進に関する法律などの国の関連法令 

・千葉県環境基本条例など 

・大網白里市環境基本条例、大網白里市環境保全条例 

策定根拠・準拠 

連携 

関連計画 

環境に負担をかけないまちづくり 

整合・連携 

環境分野の実現 
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第２章 温室効果ガスの排出状況 

１ 基準年度 

 国の地球温暖化対策計画と整合を図り、基準年度は２０１３年度とします。 

 

 

 

 

２ 温室効果ガス排出量の算定方法 

 ガス種類別の温室効果ガス排出量は、該当する活動区分について、法施行令第３

条に基づき、原則として「活動量」に「排出係数」を乗じて算定します。 

 また、温室効果ガス総排出量は、上記で得られた排出量に「地球温暖化係数」を

乗じて算定します。 

 

３ 基準年度における温室効果ガス排出状況 

●温室効果ガス総排出量 

基準年度（２０１３年度）における市の事務事業からの温室効果ガス総排出量

は、４，３５５ｔ‐CO2です。 

 温室効果ガスの種類別では、二酸化炭素（CO2）が９９％以上を占めています。 

 

 ■基準年度における温室効果ガスの種類別排出量

 
二酸化炭素 メタン 一酸化二窒素 ハイドロフルオロカーボン

二酸化炭素

4,348.682t

99.86％

メタン

0.181t

0.004％

一酸化二窒素

4.322t

0.1％

ﾊｲﾄﾞﾛﾌﾙｵﾛｶｰﾎﾞﾝ

1.673t

0.04％

基準年度：２０１３年度 
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●各課別温室効果ガスの排出状況 

 基準年度（２０１３年度）における各課別の温室効果ガス排出量は、下水道課が

２９％と最も多く、次いで公立小中学校を管轄する管理課が２４％、大網病院が２

２％となっており、この３課で全体の約４分の３を占めています。 

 

 

課名 排出量 比率 課名 排出量 比率 

下水道課 1,263.2t 29.01％ 建設課 39.0t 0.90% 

管理課 1,034.9t 23.76% 安全対策課 30.9t 0.71% 

大網病院 957.6t 21.99% ガス事業課 29.4t 0.68% 

生涯学習課 345.7t 7.94% 地域づくり課 24.5t 0.56% 

財政課 322.3t 7.40% 税務課 13.5t 0.31% 

子育て支援課 92.7t 2.13% 高齢者支援課 7.5t 0.17% 

産業振興課 80.2t 1.84% 秘書広報課 3.9t 0.09% 

都市整備課 56.8t 1.30% 社会福祉課 2.5t 0.06% 

健康増進課 49.3t 1.13% 議会事務局 1.1t 0.03% 

   合計 4,355.0t 100.00% 

 

各課別の温室効果ガス排出量

下水道課

29％

管理課

24％

大網病院

22％

生涯学習課

8％

財政課

7％
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第３章 温室効果ガス排出量の削減目標 
 「実行計画」に示す取り組みを着実に実施することにより、本市の事務事業に伴

い排出される温室効果ガスの総排出量を、基準年度（２０１３年度）に比べ、国の

地球温暖化対策計画における温室効果ガスの排出削減目標と整合を図り、２０３０

年度までに４０％削減することを目標とします。 

 ただし、当面は中間目標として２０２４年度までに１０％以上の温室効果ガス排

出量の削減を目指すこととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■温室効果ガスの排出量 削減目標 
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2013年度 2024年度 2030年度

t-CO2

基

準

年

度

中

間

目

標

目

標

4,355

3,920

2,613

40％削減

中間目標：２０２４年度までに１０％以上削減 

計画目標：２０３０年度までに４０％削減 

10％以上削減 
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第４章 目標達成に向けた取組方針・取組内容 

１ 取組方針・取組内容 

 本市では、地球温暖化対策を強化し、省エネの取り組みなどを効果的・効率的に

進め、全職員が一丸となって「実行計画」に掲げる温室効果ガスの削減目標の達成

を目指します。 

 目標を達成するため、私たち大網白里市職員は以下の取り組みを実行することを

宣言します。 

 

 

 

 

 職員全体が高い意識を持ち、職務を遂行する際には常に環境に配慮した賢い選択

を心がけ、事務事業における省エネに努めます。 

 ■職員の COOL CHOICE の取組事例 

項目 取組内容の一例 

空調 ・空調の稼働時間、設定温度の適正化 

・ブラインド等を使い冷気暖気を逃がさない 

照明 ・照明を利用していない場所の消灯 

・始業前、休憩時間等の不要な照明の消灯 

OA 機器 ・OA 機器の休日、夜間の通電停止 

エレベーター ・職員は使用しない 

公用車 ・エコドライブ、アイドリングストップの実践 

 

 

 

 

 施設管理者等は、施設単位での確実な省エネ及び温室効果ガス削減を実現するた

め、管理・点検業者等と連携して定期的な保守・管理を実行し、設備機器の効率的

な運用に努めます。 

 ■設備機器の保守・管理の取組事例 

項目 取組内容の一例 

熱源 ・冷却水の水質管理、冷却塔充填剤の補充 

・冷却塔熱交換器のスケール除去 

空調 ・温湿度センサー、コイルやフィルター等の清掃 

・冷媒（特にフロン類）等の漏えい点検、充填 

照明 ・照明器具等の清掃、定期的な保守及び点検 

職員全員が COOL CHOICE（＝賢い選択）を実践します 

設置されている設備機器を効率よく運用します 
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 ■設備機器の運用改善の取組事例 

項目 取組内容の一例 

熱源 ・冷温水出口温度の適正化 

・熱源機の停止時間の電源遮断 

空調 ・空調機設備、熱源機の起動時刻の適正化 

・空調の稼働時間、設定温度の適正化 

・全熱交換機（ロスナイ換気）の活用 

給湯等 ・給湯温度の適正化 

照明 ・点灯時間の適正化 

その他 ・排出係数の低い電気事業者との受電契約 

・省エネ診断等の受診による運用改善 

・エコチューニングの活用による運用改善 

 

 

 

 

 設備機器の更新時には、「大網白里市公共施設等総合管理計画」に基づき、地域に

おける重要度、劣化の状況、費用対効果などを勘案し、適正な更新時期に行うとと

もに、設備機器の選定にあたっては、環境省の L2-Tech 認証制度により認定され

た設備機器を導入するなど、温室効果ガスの排出量削減につながる効率的な設備機

器等の優先的な導入に努めます。 

 ■設備機器等の更新の取組事例 

項目  

熱源 ・業務用コージェネレーションなど、エネルギー消費効率の高

い熱源機への更新 

・ポンプ台数制御システムの導入 

空調 ・空調対象範囲の細分化 

・エネルギー消費効率の高い空調機設備への更新 

・スケジュール運転、継続運転制御システムの導入 

受変電 ・エネルギー損失の少ない変圧器への更新 

・デマンド制御の導入（ピークカット） 

照明 ・照明対象範囲の細分化 

・LED照明など高効率ランプへの更新 

建物 ・高断熱ガラスや二重サッシの導入 

・全体最適化の観点から効果的かつ効率的な公共施設の再配置 

公用車 ・電気自動車等の導入 

 

 

設備機器の更新時には省エネ性能の高いものを選択します 
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 物品等の調達に際しては、予算の制約も踏まえつつ、環境負荷の低減に向けてグ

リーン購入の推進を図るほか、エネルギーの調達については、温室効果ガス排出量

の少ない手段により発電された電力を調達するなど、環境に配慮した物品、エネル

ギーの優先的な導入に努めます。 

 

 

 

 

 今後、公共施設等の新設や改修を行う際には、太陽光などの再生可能エネルギー

や、天然ガスを使用したガス・コージェネレーションシステムの導入などを検討し

ます。 

 

２ 事務局の取り組み 

 事務局は、削減目標やその取り組みの進行管理を図り、各課・施設等が確実に地

球温暖化対策を推進できるよう支援します。 

項目 取組内容の一例 

意識啓発 ・「実行計画」等の周知徹底 

・職員の地球温暖化対策への意識啓発 

情報収集 

情報提供 

・設備機器の導入や運用改善等に関する各種補助・助成金事業

等に関する情報を収集し、情報提供を行う 

・省エネ診断や CO2削減診断等に関する情報を収集し、情報

提供を行う 

進行管理 ・各施設等のエネルギーデータを基に、温室効果ガス排出量を

算定し、各種報告を行う 

・各施設の地球温暖化対策に関する取り組みを支援する 

取組強化 ・新しい技術や手法等を検討し、地球温暖化対策の強化を図る 

情報公開 ・毎年度、取組結果を集計し、目標の達成状況を公表する 

 

 

 

 

 

 

 

物品、エネルギーを調達する際は環境に配慮したものを選択します 

再生可能エネルギーや、環境負荷の少ないエネルギーを活用します 
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第５章 計画の推進 
 本市では「実行計画」の取り組みを推進していくため、「大網白里市カーボンマネ

ジメントシステム」を構築し、その推進体制の整備と取り組みの進行管理を実施し

ていきます。 

１ 推進体制 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本計画では、市長を委員長とした「実行計画推進委員会（仮称）」を設置し、取り

組みを推進します。「実行計画推進委員会（仮称）」は、庁内の横断的な地球温暖化

対策の取り組みの調整と進捗管理を行い、市長に報告します。市長はそれらの結果

を総括し、更なる取り組みへと繋げます。 

 「実行計画推進事務局」（地域づくり課）は、各課・施設の温室効果ガス排出量や

取組結果をとりまとめ公表します。 

実行計画推進委員会（仮称） 

・推進方針や方向性の決定・指示、目標の

見直しなどを行う 

委 員 長：市長 

副委員長：副市長、教育長 

委  員：参事 

実行計画推進事務局 

（地域づくり課） 

・実行計画を推進していくための調整

や、一般への公表を行う 

公表 

・ホームページ 

・広報紙 

・その他 

計画推進責任者 

（課長職） 

計画推進員 

（班長職） 

推進方法を協議 

 

・「計画推進責任者」と「計画推進員」は実行計画の具体的推

進方法を協議しながら、実践に移していく推進機関です 

各所属職員 

推進状況報告 方針を指示 

推進状況報告 実行案を指示 

研修・指導・管理 

推進状況報告 
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２ 進行管理 

 「実行計画」を着実に推進し、実効性のあるものとするため、次の通り PDCA サ

イクルによる計画の進行管理を行います。 

 継続的な取組改善を図ることで温室効果ガスの排出削減目標の達成に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 進捗状況の公表 

 「実行計画」の進捗状況は、法に基づき市のホームページ等にて市民等に広く公

表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Plan】（計画） 

・年度目標の設定 

・年度計画の策定 

【Do】（実行） 

・職員意識の啓発 

・関係団体等への協力要請 

【Action】（見直し） 

・年次総括 

・運用の改善 

【Check】（点検・評価） 

・進捗状況の確認 

・環境監査の実施 

継 続 的 改 善 
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参考資料 大網白里市の公共施設一覧 

１ 大網白里市役所本庁舎 ４１ 白里保育所 

２ 分庁舎 ４２ 増穂保育所 

３ 第二分庁舎 ４３ 金谷郷倉庫 

４ 中央公民館 ４４ 宮谷住宅 

５ 白里公民館 ４５ 中浜住宅 

６ 中部コミュニティセンター ４６ 桂山住宅 

７ 農村ふれあいセンター ４７ 東宮谷住宅 

８ 農村環境改善センター ４８ 四天木住宅 

９ 保健文化センター ４９ 北今泉住宅 

１０ 埋蔵文化財収蔵庫 ５０ 消防団詰所（３０か所） 

１１ 十枝の森 ５１ 大網病院 

１２ 大網白里アリーナ ５２ 都市公園（３４か所） 

１３ 柔剣道場 ５３ 小中池公園 

１４ 白里地区スポーツセンター ５４ 九十九里自然公園休憩センター（２か所） 

１５ 弓道場 ５５ 緑地・緑道（４か所） 

１６ 運動広場多目的施設 ５６ 公営自転車駐輪場（４か所） 

１７ 駅前トイレ・ロータリー ５７ 浄化センター 

１８ 白里海岸公衆便所 ５８ 大網中継ポンプ場 

１９ 市民農園 ５９ 緑ヶ丘中継ポンプ場 

２０ 季美の森小学校 ６０ 季美の森第一中継ポンプ場 

２１ 大網小学校 ６１ 季美の森第二中継ポンプ場 

２２ 大網東小学校 ６２ 季美の森第三中継ポンプ場 

２３ 瑞穂小学校 ６３ 季美の森第四中継ポンプ場 

２４ 増穂小学校 ６４ 白里中継ポンプ場 

２５ 増穂北小学校 ６５ 下水道マンホールポンプ場（９か所） 

２６ 白里小学校 ６６ 小中川雨水第一ポンプ場 

２７ 旧大網小学校 ６７ 小中川雨水第二ポンプ場 

２８ 大網中学校 ６８ 小西・養安寺地区クリーンプラント 

２９ 増穂中学校 ６９ 小西・養安寺地区マンホールポンプ場（１０か所） 

３０ 白里中学校 ７０ 南横川地区クリーンプラント 

３１ 大網幼稚園 ７１ 南横川地区マンホールポンプ場（１６か所） 

３２ 瑞穂幼稚園 ７２ 弥幾野地区クリーンプラント 

３３ 増穂幼稚園 ７３ 清名幸谷給油所 

３４ 白里幼稚園 ７４ 白里供給所 

３５ 青少年研修センター ７５ 第三排水機場 

３６ 福祉会館 ７６ 第一排水機場 

３７ 旧庄ぜん福祉施設 ７７ 谷中川橋調整池排水機場 

３８ シルバー人材センター ７８ 北吉田倉庫 

３９ 老人福祉センター ７９ 北今泉第２排水機場 

４０ 子育て支援館 ８０ 南白亀川ラバー堰（３か所） 

 


